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はじめに
　『その国の高齢者の姿を見れば、その国の文化の程度が分かる』これはかつてイギリスの名宰相といわれたサー・ウィンストン・チャーチルの言葉です。まさに至言だと思います。
　この名言に照らして、わが国の文化状況はどうでしょうか。１９９４年度、寝たきり老人など介護を必要とする高齢者は約７０万人いるといわれ、２１世紀には１００万人を突破すると推定されています。加速度的な高齢化社会への移行は今や世界的な傾向であり、それに伴う社会的な諸問題が、お隣の中国を始め、欧米諸国に顕著ですが、その中でも、高齢者自殺率最高、いわゆる寝たきり "ボケ”老人の数がより多いといわれているわが国の文化というものは決して豊かなものであるとはいえないでしょう。
　教会は高齢化社会にどのようにかかわっていくべきでしょうか。教会は高齢者にいかに伝道していくべきでしょうか。
　冒頭のチャーチルの言葉を少しもじって使うとしたら、「その教会の高齢者の姿を見れば、その教会の現状がわかる」、あるいは「その教会の高齢者への姿勢を見れば、その教会の将来がわかる」と言えなくもないでしょう。
　豊かな老年を支える三本柱は、健康と経済と生きがいだといわれます。いうまでもないことですが、健康のための医療や福祉、また経済の保証は相当の部分が社会的な課題であり、欧米社会と比べるとまだまだ貧弱であるとはいえ、それなりに充実してきてはいます。しかし「生きがい」はきわめて個人的なことがらであり、物質的に豊かなわが国において、高齢者が生き生きと生きているとはとても言えない現状です。前述の自殺率などはそれを端的に示しているといえるでしょう。
　この三本柱は一本一本が密接につながり合っていますが、教会の使命は何
	といっても高齢者に福音による生きがいを与えて、肉体的衰えと死への不安、


孤独の中で生きる目標と意欲を失っている高齢者を魂の内面から支えていくことにあります。
　美しの門で、ペテロは「金銀はわたしには無い。しかし、わたしにあるものをあげよう。ナザレ人イエス・キリストの名によって歩きなさい」と言いました（使徒３：６）。
　自分に無いものを人に与えることはできません。私たちには、キリストの
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永遠の救いによる真の生きがいが、老いてもなお変わらない人間の尊厳と生きる喜びが与えられています。教会は救いの根源であられるイエス・キリストご自身をもっているのです。
　私たちは高齢者に与えるべきものをすでにもっている    まずこの確信に立つことです。しかる後に、教会全体が細やかな思いやりをもって、大胆に、「キリストの名によって歩きなさい」と宣言していくことが高齢者伝道の基本でありましょう。
　その際、大切な点は、「教会全体が細やかな思いやりをもって」高齢者伝道に当たるということです。この働きは教会の壮年部とか、ある一部門の働きではありません。教会が全体として参与していかなければなりません。しかも「細やかな思いやり」がこの働きには特に必要です。まず伝道への準備と計画をきめ細かく立てる必要があるでしょうし、実際の伝道にあたっては、高齢者への口先だけではない、相手の立場に立ったいたわりの行為が不可欠です。
　教会のあらゆる伝道の働きにはそれ相当のお金と時間と労力がかかります。とりわけ高齢者伝道にこのことが言えます。そして、今日の教会はどんな犠牲を払っても、やがて２１世紀には確実に人口の４人に１人が高齢者となる社会に向かって、特に高齢者に重荷をもって福音を伝え、キリストに導いていかなければなりません。それは私たちの教会に与えられている使命であり、大きな喜びでもあります。
　わが国における世界に類を見ない高齢化へのスピードを目の当たりにすると、高齢者伝道は急務であることはいうまでもありませんが、かといって私たちはあせったり、あわてる必要はありません。後で具体的に伝道法などを取り上げますが、方法論より、前述のように教会全体でじっくり取り組む姿勢そのものが大切です。
　さて、これまで述べたことと矛盾するようですが、誤解を恐れずに言えば、高齢者への伝道方法はあって無きが如きものです。それだけに他の伝道領域とは違ったむつかしさがありますが、このことは同時に自由自在な聖霊にどこまでも信頼してこの働きに取り組めば、伝道の対象たる高齢者は言うに及ばず、教会全体も神の豊かな祝福にあずかることを意味しています。
　いずれにしても、高齢者伝道は宣教の大命令を与えられている教会の姿勢そのものが問われる重大な課題です。以下の本論では、大きく三部に分け、
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第一課．高齢者問題の現状と成熟した高齢者像、第二課．聖書の高齢者観、
第三課．高齢者伝道の実際、の中で皆さんと一緒にこの課題を考えていきたいと思います。
        第一課　　高齢者問題の現状と
　　　                    成熟した高齢者像
　高齢者問題の実状は、最近とみに出版されてきている多くの現場からのレポートや、私たちの身近かな実際例からある程度知ることができます。しかし教会は概して現実を直視することが得手ではありません。しばしば現実を無視して、信仰の名の下に伝道することに急です。そのために伝道が現実から遊離しやすく、一方的で独善的になる場合があります。この点はいつも謙虚に反省すべきでしょう。
　相手の立場に立つことが伝道の基本だとしたら、特に高齢者への伝道には、まずなによりも高齢者自身が「老い」をどうとらえ、どのように「老い」を生きているか、その現実をしっかり見すえなければならないと思います。また未信者の中にも充実した豊かな老いを生きた例が過去にも現在にも多くあることを知って、教会はむしろへり下って彼らからも学びとり、高齢者伝道の一つの道しるべにしなければならないと思います。
　そうすることによって、教会は、高齢者の「ために」何かをしなければならないといった気負いや構え、また場合によってはおしつけがましい態度から、高齢者と「共に」生き、考え、働く、神の家族としての健全な共同体としてのあり方を堅持していくことができるでありましょう。
Ⅰ　老いの現実的考察の一例
　１９９４年度のベストセラーに永六輔の「大往生」（岩波新書）があります。「老い」「病い」「死」について、庶民の生の声を全国各地から集めたユニークな本です。笑いながらも問題の核心をついている発言に考えさせられます。「老い」の一つの現実を知る手がかりとして、この中のいくつかを
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ひろってみましょう。
　まずは病院関係者がつくった川柳から。
　　　　　無理やりに生かされている薬漬け
　　　　　死ぬ人がいなくなりそな健康誌
　　　　　糖尿の話ではずむクラス会
　　　　　分からないことは老化と医者は言い
　　　　　福祉より薬が生んだ長寿国
　次に著者が現場で聞いた率直な声から。
　　「日本の高齢者問題なんですから、日本語でやっていただきたい」（これについて著者は、『アメニティ・タウンのニーズによるデイサービスを考える会』という集会があったが、福祉関係の若い役人しか集まらず、老人の出席が少ないと嘆いていた例をあげ、あまりにも「老い」の問題に横文字が多すぎると批判している。）
　　「元気な老人は、疲れた若者に優しくして下さい」
　　「今日も無事、小便できる幸福よ」
　　「歳をとったら女房の悪口を言っちゃいけません。ひたすら感謝する。　　　これ愛情じゃありません。生きる知恵です」
　　「身体の疲れたのは休めば治るけど、心の疲れたのは休んだからって治　　　るものじゃないのよね」
　　「義理とつきあい。これを捨てることで健康を守っております」
　　「これからは老人が増えるから、どうこうしなければいけないって････｡　　　老人が増えることが、いけねェことのように言う奴がいるでしょう。あァいう奴は、手前が歳をとらないと思っているのかねェ。ねェ、そう思いませんか？」（厚生省の福祉担当の人たちが大学を出たばかりのバリバリ。ここには高齢者がいない。老人問題を理屈でわかっていても、身体ではわかっていない、と著者は指摘する。教会は身体でわかっているか。）
　　「老人ホームはお洒落な二枚目のお爺さんを探しています。素敵なお爺　　　さんがいるだけで、お婆さんたちが、みんないいお婆さんになります　　　から」
　　「美しく老いるなんてわけがありません。美しく老いる努力をすると美　　　しく老いる場合がある、と言わなきゃ」
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　　「老人は誰かて、自分が老人だなんて思うてまへんよ」
　　「しなやか、したたか、つややか。この三つ、これが長持ちするコツだ

　　　すな」
　　「死に方ってのは、生き方です」
Ⅱ　豊かな老いの実例
　信者、未信者を問わず、充実した人生の円熟期を迎える高齢者が多くいます。むろん、後述するように、クリスチャンには未信者とは質的に異なる恵まれた老いが約束されていますが、未信者でさえも以下のような精彩を放つ晩年を送った例があることを知ると、教会が目ざすべき高齢者像はどうあるべきなのか、その一つの刺激となり、ヒントになるのではないでしょうか。
①松尾芭蕉（１６４４～１６９５）
　　今から三百年前に「奥の細道」の旅に出た芭蕉は４６才。彼はすでに自　らを芭蕉翁と称しました。これは当時として別に不思議ではなく、芭蕉の　時代の平均寿命からは４０代で翁と称しても少しもおかしくなかったのです。彼は高齢者になってから創作の旅に出かけました。
　　現在、高齢者間に俳句がブームですが、それには俳句を芸術の域にまで高め、５１歳でその道のパイオニアとしての生涯を閉じた芭蕉の人間的魅力が大きな力となっているでしょう。
②親鸞（１１７３～１２６２）
　　親鸞の「歎異抄」はあまりにも有名ですが、今日残されている親鸞の著作の大部分が８０才以降に書かれています。かつて文芸評論家として学術界に一石を投じ、その後牧師をつとめた佐古純一郎氏は、その著「老いを豊かに生きる」（朝文社）の中で、死の日まで集中的、持続的に内面世界での成熟を深めていった親鸞の姿勢に学びたい、と述懐しています。何かとパウロと比較される親鸞。一日一日を成熟を深めて生きぬいた彼の生涯は一つの「老い」の理想像であるといってよいでしょう。
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③伊能忠敬（１７４５～１８１８）
　　世界保険機構（ＷＨＯ）の規定によると、４５才から向老期（初老期）、６５才から老年期となっており、わが国でもこうした国際的な基準に従って６５才から老人福祉法の対象になりますが、忠敬は５０才で隠居した後、５６才から７２才までの１６年間、日本全国を歩き回って日本全国地図を完成させました。これは日本が世界に誇りうる大偉業といえるでしょう。
　　心理学者の波多野完治氏も「吾れ老ゆ、故に吾れ在り」の著書の中でふ
　れていますが、教えられることは忠敬が日本地図を製作する前に、当時
　　　　　　                            よしとき
　３２才の、いわば親子ほど年令の違う高橋至時から五年間みっちり当時の地理学であった西洋暦学と測量術を学んだ点です。老いてなおかくしゃくであった秘訣は、地図作製の使命感と「我以外皆我師」という謙遜な学びの姿勢にあったと思われます。
　　この学び続ける意欲の点では、百歳にしてなお壮年をしのぐ流麗な描線と枯淡な色彩で富士山を描き続けた日本画壇の泰斗奥村土牛（１８８９～１９９０）のことばが想起されます。「私の仕事もやっと少しわかりかけてきたと思ったら、いつか八十路を越してしまった････私はこれから死ぬまで、初心を忘れず、拙くとも生きた絵が描きたい。むずかしいことではあるが、それが念願であり、生きがいだと思っている。芸術に完成はあり得ない。要はどこまで大きく未完成で終わるかである。余命も少ないが、一日を大切に精進していきたい」（自伝「牛のあゆみ」中公文庫より）。
④日野原重明（１９１１～）
　　敬虔なクリスチャンであり、聖路加看護大学学長ですが、人間ドックの
　草分けとしても知られ、８０才をこえてもチャレンジ精神を失わずホスピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじ
　スづくりに取り組み、老いに関する啓発書（中でも「老いを創める」が有名）を多く出し、伝道・講演に東奔西走しています。日野原のモットーは「６０歳は二度目の成人式」。もともと心臓病が専門の医師であり、自ら高齢者でもあり、しかも聖書に生きているので、氏の生き方そのものや示唆に富む提言の数々は、高齢者伝道に取り組もうとしている教会にとって大いに参考になることでしょう。
　　同じクリスチャンで１９９４年５月、９０才で召天したパルモア病院名誉院長の三宅廉は「赤ちゃんと生きるのではなく、赤ちゃんに生きるので
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　す」と言い残しました。氏は自身でとりあげた子どもが１５才になると、　全員を病院に招き、毎年、二、三百人にもなるそうした子供たちひとりひとりに聖書とロダンの「考える人」の石こう像を贈りました。日野原氏の「老いを創める」意気ごみも、三宅のこの老いてなおみずみずしい精神に通じるものがあります。
⑤吉野登美子（１９０５～）
　　かつてクリスチャン詩人の八木重吉夫人でした。現在の自宅は鎌倉の小
　町。重吉との生活をつづった「琴はしずかに」（弥生書房）は感動的です。
　重吉は短命であったため、結婚生活はわずか五年間であり、長女桃子（１
　５才）長男陽二（１４才）も天に送り、どんなに苦労されたことでしょう
　か。
　　あるインタビューのなかで「八木は、生きている間は伝道が一つもでき
　なくて、それがとってもイエスさまに申し訳ないと思っていたんですよね。
　だから、八木の詩が今、イエスさまを伝えるお手伝いをしていると思うと、
　ほんとうにうれしゅうございますね」と語り、インタビュー記事中にのっ
　ている写真の顔には安らぎと喜びがにじみ出ています。信仰をぬきに美し
　く老いることはありえないことがよくわかります。
⑥三浦綾子（１９２２～）
　　４６年に肺結核、後、脊椎カリエスを併発して寝たきりの闘病生活を経
　て、６４年夏に朝日新聞一千万円懸賞小説に「氷点」が入選し、以来、福
　音の証しとしての文学を志して次々とベストセラーを発表、今日に至って
　います。８２年に直腸ガンになり、治療しながらご主人の光世の協力を得
　て健筆をふるっています。三浦はある対談の中で次のように語っています。
　「私の年になりますと、あと残っている仕事も少なくなっています。でも
　神様は仕事のない人というか、使命のない人をこの世に生かしておかない。
　使命のある限り生きている。････」
　　人生の円熟期においてこそ、神と人のために生かされていることへの喜
　びと感謝にあふれるものでありましょう。三浦の使命感はキリストの恵み
　に生かされている者の絶えざる自覚であって、この感謝に満ちた自覚こそ、
　老いを真に実りある豊かなものにする命の泉であると思われます。
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　まだまだ多くの充実した高齢者像を国の内外からあげることができますが、以上の六人の実例から高齢者の一つの目標をさぐることができたらさいわいです。
            第二課　　聖書の高齢者観
　聖書には老いについて、また老いた者について多く書かれています。このこと自体、神が高齢者を高く評価し、用いて下さっている証拠といえましょう。言うまでもないことですが、高齢者をどのように導くかを知るためには、教会の唯一絶対の基準である聖書が指し示す高齢者像をよく知らなければなりません。
Ⅰ　旧約聖書から
　　１．祝福された老いへの言及
★創世記５章の長寿列記から始まり、６章に至って神は人の命を１２０年と　定めました。モーセの祈りには、人の一生は７０年か８０年であっという　間に飛び去ると言われていますが、この辺になるとあの長寿録と比べて私　たちの日常とほぼ同じ状態になります。（詩篇９０：９，１０）
★「あなたは白髪の人の前では、起立しなければならない。また老人を敬い、　あなたの神を恐れなければならない。わたしは主である」（レビ記１９：３２）。白髪となった老人を尊敬することは神を畏敬することに相当すると言われています。この神学的土台は創世記１：２６，２７の神のかたちにかたどって造られた人間の尊厳にあります。
★「彼がわたしを呼ぶとき、わたしは彼に答える。わたしは彼の悩みのときに、共にいて彼を救い、彼に光栄を与えよう。わたしは長寿をもって彼を満ち足らせ、わが救いを彼に示すであろう」（詩篇９１：１５，１６　なお詩篇７１：９，１８も見てみましょう）
★彼らは年老いてなお実を結び、いつも生気に満ち、青々として、主の正し
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　いことを示すでしょう」（詩篇９２：１５）
★「しらがは栄えの冠である。正しく生きることによってこれが得られる」　（ほかに箴言１６：３１　箴言１０：２７も参考に）
　　これらは単に長寿が神の祝福であるばかりか、長寿が神の栄光を表わす　ためのものであることを積極的に示しています。
　　伝道の書１２：１～８に見られるように、聖書は老いの現実に目をつむっ　てはいません。この比喩的表現で述べられている肉体的衰え以上に暗い現　実は、いわゆる老後の生きがい喪失です。ですから、そうならないように、　若いうちに造り主を覚えて老いへの備えをせよと、伝道の書は豊かな老い　に向けて警告しているのです。
★「わたしはあなたがたの年老いるまで変わらず、白髪となるまで、あなたがたを持ち運ぶ。わたしは造ったゆえ、必ず負い、持ち運び、かつ救う」（イザヤ４６：４　ほかにイザヤ４０：２７～３１）。
★「その後わたしはわが霊をすべての肉なるものに注ぐ。あなたがたのむす　こ、娘は預言をし、あなたがたの老人たちは夢を見、あなたがたの若者たちは幻を見る」（ヨエル２：２８）。
　　一般に中高年や高齢者の呼び方にミドル・エイジとかシニヤ、実年、熟年などいろいろ工夫されています。日野原重明などはこの「熟年」というイメージが、柿が熟しすぎて地面にベチャッと落ちた歳のように思えて絶対この言葉を使わないそうですが、内に常にはつらつとした神の命をたたえている者にとっては、どんな呼称も満足しないでしょう。
　　神との正しい関係により、神から力をいただき、前向きに夢さえ見る老　境は、聖書が示す、高くて、まただれしも経験しうる高齢者の理想像でありましょう。
　　２．祝福された老いの実例
　聖書には、老人がそれまでの豊かな人生経験と知恵、さらにたくわえられた知識を神に聖別され、肉体的、精神的に強められ、神の働きのため祝され用いられた実例が多くあります。
★アブラハム－彼が神に召し出されたのは何才のときだったでしょうか。ま　た約束の子イサクが与えられたのはいつだったでしょうか。（創世記
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　１２：１～４、２１：５）
★モーセ；モーセの生涯を大きく三区分してみましょう。彼の人となりはど　うだったでしょうか。（民数記１２：３）世を去る時の肉体的、霊的状態はどうだったでしょうか。（申命記３４：７）
★ヨシュア；彼が年老いた時、働きは終わったでしょうか。（ヨシュア記１
　３：１）
★カレブ；彼はモーセとヨシュアの陰に隠れてはいましたが、いわばいぶし　銀のような存在として、その信仰の証しは今日の教会の高齢者を鼓舞して　やまないでしょう。彼は８５才のとき何と言ったでしょうか。（ヨシュア記１４：１０，１１）
★ダニエル；青年時代、ネブカデネザル王の治世にバビロンに捕え移された　のがＢＣ６０５年、その後ペルシャのクロス王の３年まで（ＢＣ５３８年）　仕えた彼は、相当の高齢に達していたでしょう。彼は文字通り異教の地で　「夕暮れになっても光がある」（ゼカリヤ１４：７）生涯を送りました。老いてなお霊眼衰えず、彼の時代を越えて、遠く世界の終末の幻を見ていた彼の秘密はどこにあったのでしょうか。（ダニエル５：１１、２：１８、６：１０、９：２３）
Ⅱ　新約聖書から
　　１．祝福された老いへの言及
★「だから、わたしたちは落胆しない。たといわたしたちの外なる人は滅びても、内なる人は日ごとに新しくされていく」（Ⅱコリント４：１６）。パウロは人間が肉体的にも精神的にももろい土の器であることを認識していました。しかし、老いてもなおキリストの救いの恵みによって内なる人が日々に新しくされていくとは何と明るい希望に満ちた宣言でしょうか。（Ⅱコリント４：７～１１、５：１７）
★「老人をとがめてはいけない。むしろ父親に対するように、話してあげなさい。････年とった女には母親に対するように････勧告しなさい」（Ⅰテモテ５：１，２）
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★「老人たちには自らを制し、謹厳で、慎み深くし、また、信仰と愛と忍耐とにおいて健全であるように勧め、年老いた女たちにも、同じように、たち居ふるまいをうやうやしく、人をそしったり大酒の奴隷になったりせず、良いことを教える者となるように、勧めなさい」（テトス２：２，３）。
　　初代教会は神の家族として老人を含めたあらゆる年齢層によって構成さ　れていました（エペソ２：１９，６：１～９）。みことばから、特に老人への配慮と、老人の特徴をふまえながらも、老人を老人としてよりも、尊厳ある一人の人間、またクリスチャンとしても敬愛されるべき一人の人間として見ていたことがうかがい知れます。
　　２．祝福された老いの実例
★ザカリヤとエリサベツ；彼らは何によって満たされていたでしょうか。（ル　カ１：７，４１，６７）
★シメオン；彼はメシヤである幼な子の生き証人として尊く用いられました。　彼は何に感じて幼な子イエスに出会ったのでしょうか。（ルカ２：２５～　３５）
★アンナ；彼女こそ詩篇７１：１７、１８の祈りの好例でしょう。彼女は何をもって神に仕えていたでしょう。また、幼な子イエスに出会った後、どうしたでしょうか。（ルカ２：３６～３８）
★パウロ；彼は主イエスとほぼ同じ時期に生まれ、初代の教会歴史家エウセビオスによると紀元６４年に殉教したとありますから、かなりの高齢まで宣教の情熱を持ち続けて、主に仕えたことがわかります。肉体的弱さも「わたしの恵みはあなたに対して十分である。わたしの力は弱いところに完全にあらわれる」（Ⅱコリント１２：９）との主のことばによって克服し、ローマの獄中にあっても「わたしは、どんな境遇にあっても足ることを学んだ････わたしを強くして下さる方によって、何事でもすることができる」（ピリピ４：１１～１３）とパウロは言うことができました。彼の晩年における勝利感にあふれた証しのことばを第２テモテの中からさがしてみましょう。（Ⅱテモテ４：６～８，なおピリピ１：２１，使徒２１：１３も見てみましょう）
★使徒ヨハネ；前述のエウセビオスによると、ヨハネはドミティアヌス帝即
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　位１５年にパトモス島に流され、ネルヴァ帝の治世の初めに釈放されてエ　ペソに帰りました。ＡＤ１００年頃死んだと思われるので、もちろん１２　弟子の中で一番長生きした弟子でした。彼はパトモスで終末の幻を与えら　れました。それはどのような日だったでしょう。また彼は何に感じて主の　声を聞いたのでしょう。（黙示録１：１０）老ヨハネの中に、使命のある　間は生かされている好例を見ます。
　　ヒエロニムスが伝える、有名な伝承によると、エペソ滞在中のヨハネは　非常な高齢になったとき、弟子たちに支えられてやっと教会に行き、ただ　「子たちよ、お互いに愛し合いなさい」とだけくり返したということです。　もっと話してくださいと求められたとき、彼は「これは主のご命令である。　これのみ行われるなら、それで十分である」と言ったそうです。ヨハネら　しい言い伝えです。ここには、主の愛によって変えられ、主の愛に生きぬ　いた者の満ち足りた証しがあります。
　以上、旧約と新約から代表的な老いへの言及と祝福された老いの実例を見てきました。現代の時代状況は聖書の時代とまったく違います。日本の風土や精神構造も聖書のそれとは異なります。しかし、どんなに時代が変わり、社会情勢が変わっても、人間の本質は不変であり、人間に対する神の評価も変わりません。神は今も同じように高齢者を愛し、そのためにキリストの救いを備え、教会を通して、聖霊の力により、この国の高齢者に働きかけておられます。このことを思うとき、教会や社会の高齢化をただ問題としてだけとらえるよりも、恵みとしても受けとることができるのではないでしょうか。私たちはこの恵みに応え、導きと方策を主から与えられ、上よりの知恵をもって、具体的に高齢者と共に生きる教会でありたいと思います。
        第三課　　高齢者伝道の実際　　
　いよいよ高齢者伝道の具体策を見るわけですが、まず私たちは「これをやれば必ず成功する」といった伝道の特効薬はないのだということを知らなければならないでしょう。それぞれの教会は、その歴史も、置かれている地域性も、会員の層も大きな違いがあります。そこでここで取り上げた方策はあ
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くまで原則的なものであって、自分の教会は今後どのように取り組むべきかを共に考える一つの材料にすぎないことを覚えていただきたいのです。
　それでは、高齢者伝道の実際をⅠ．担い手、Ⅱ準備、Ⅲ、具体策の三方面から見てまいりましょう。
Ⅰ．高齢者伝道の担い手
　宣教のわざは、その対象がどのような層であれ、教会全体に委ねられた主からの命令です。対象が高齢者の場合、もちろん後述するように高齢者独自の交わりが他の層よりも必要になってくるでしょうし、個人伝道の場合でも同じ年令層の壮年婦人層が責任を持つことがふさわしいでしょうが、だからといって高齢者伝道を一部の働きに限定してはなりません。「はじめに」のところで述べたように高齢者伝道は教会全体の宣教の課題です。言いかえると、高齢者伝道の担い手は教会のひとりひとりなのです。
　具体的な例をあげますと、自宅や、老人ホームからの送迎はしっかりした青年の運転奉仕が必要でしょうし、教会内外の案内も若い人たちが手をとってケアしなければならないでしょう。また、交わりや集会でも一概に青年会の交わりや新しい賛美についていけないだろうと決めつけることはできません。むしろ、「孫は老人の冠である」（箴言１７：６）とあるように、高齢者は孫のような年令層との交わりを喜びとし、新しいメロディーにも一緒に手をたたいて賛美します。若い人たちも進んで高齢者と交わり、特に高齢者から社会的、信仰的に有益な話を聞くべきでしょう。このような柔軟な対応によって、教会全体が神の家族として暖かい家族的雰囲気をかもし出し、高齢者に対する伝道の責任を果たしていくと同時に、教会全体も聖書的に成長していくにちがいありません。
Ⅱ．高齢者伝道の準備
　すでに見てきた高齢者の実状や聖書の高齢者観の考察も一つの準備なのですが、ここではより実際的な準備をいくつか考えてみましょう。　
　　１．聖霊の満たし
　教会の諸集会が聖霊に満たされて生き生きと輝き、ひとりひとりが聖霊に燃やされ、聖霊に従って歩みつづけることがまず第一です。そのためにも祈りつづけなければなりません。聖霊によらなければ高齢者の救いと成熟はありませんから、祈り、聖霊に満たされ、高齢者伝道に対して若者は幻を、老人は夢を見ることが最大の準備です。
        第三課　　高齢者伝道の実際　　
　いよいよ高齢者伝道の具体策を見るわけですが、まず私たちは「これをやれば必ず成功する」といった伝道の特効薬はないのだということを知らなければならないでしょう。それぞれの教会は、その歴史も、置かれている地域性も、会員の層も大きな違いがあります。そこでここで取り上げた方策はあ
くまで原則的なものであって、自分の教会は今後どのように取り組むべきかを共に考える、一つの材料にすぎないことを覚えていただきたいのです。
　それでは、高齢者伝道の実際を、Ⅰ　担い手、Ⅱ　準備、Ⅲ　具体策の三方面から見てまいりましょう。
Ⅰ．高齢者伝道の担い手
　宣教のわざは、その対象がどのような層であれ、教会全体に委ねられた主からの命令です。対象が高齢者の場合、もちろん後述するように高齢者独自の交わりが他の層よりも必要になってくるでしょうし、個人伝道の場合でも同じ年令層の壮年婦人層が責任を持つことがふさわしいでしょうが、だからといって高齢者伝道を一部の働きに限定してはなりません。「はじめに」のところで述べたように高齢者伝道は教会全体の宣教の課題です。言いかえると、高齢者伝道の担い手は教会のひとりひとりなのです。
　具体的な例をあげますと、自宅や、老人ホームからの送迎はしっかりした青年の運転奉仕が必要でしょうし、教会内外の案内も若い人たちが手をとってケアしなければならないでしょう。また、交わりや集会でも、一概に青年会の交わりや新しい賛美についていけないだろうと決めつけることはできません。むしろ、「孫は老人の冠である」（箴言１７：６）とあるように、高齢者は孫のような年令層との交わりを喜びとし、新しいメロディーにも一緒に手をたたいて賛美します。若い人たちも進んで高齢者と交わり、特に高齢者から社会的、信仰的に有益な話を聞くべきでしょう。このような柔軟な対応によって、教会全体が神の家族として暖かい家族的雰囲気をかもし出し、高齢者に対する伝道の責任を果たしていくと同時に、教会全体も聖書的に成長していくにちがいありません。
Ⅱ．高齢者伝道の準備
　すでに見てきた高齢者の実状や聖書の高齢者観の考察も一つの準備なのですが、ここではより実際的な準備をいくつか考えてみましょう。　
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　　１．聖霊の満たし
　教会の諸集会が聖霊に満たされて生き生きと輝き、ひとりひとりが聖霊に燃やされ、聖霊に従って歩みつづけることが、まず第一です。そのためにも祈りつづけなければなりません。聖霊によらなければ高齢者の救いと成熟はありませんから、祈り、聖霊に満たされ、高齢者伝道に対して若者は幻を、老人は夢を見ることが最大の準備です。
　　２．今いる高齢者を大切に
　信徒、求道者のいかんにかかわらず、教会に高齢者がいることを喜び感謝しましょう。そして高齢者を大切にしましょう。老人は人生の達人であり、教会の知恵袋、また宝です。大切にするとは、高齢者をお客さま扱いすることではなく、彼らに何らかの役割を持ってもらい、福音による生きがいを提供することです。
　かりに高齢者がひとりもいなくても、自分自身を含め今いるメンバーがやがて高齢者になることを覚え、生涯教育的な伝道を大切にしましょう。
　　３．高齢者の特徴の理解
　人を愛するとは人をあるがままに理解し、あるがままに受け入れることです。昔から歯と眼と性の機能の三つが老化現象の目やすとされてきましたが、高齢者の体と心の衰えをよく理解することで、それにふさわしい温かい配慮を心がけることができるでしょう。
　日野原重明氏は「老いを創める」の中で老人の特徴とその対策をあげています。個人差を認めた上で、大いに参考にすべきでしょう。
（特徴）
　（１）老人は、今までの習慣を変えたり、環境が変わることを好まず、そ        の変化に抵抗を感じる。
　（２）老人は、年とともに内向的になり、自閉的になる。
　（３）老人は、かたくなになり、自己主張が強くなる。
　（４）老人は、身の回りのことは自分でしているが、次第にそれが困難に
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　　　　なり、また健忘症も伴い、探し物ばかりして、ほんとうに心の中に　　　　余裕をもった生活をすることができなくなる。
　（５）聴力や視力の低下は、老人の生活圏をますます狭くさせる。外界と　　　　のコミュニケーションがとれにくくなり、孤立する。
（対策）
　（１）老人にとって、自分の存在意義が感じられるよう、家庭内にあって、　　　　何かの責任のある仕事を老人に用意すること。
　（２）老人に発言の機会を与えること。
　（３）老人の対外活動を勧め、それに若い人が協力すること。
　（４）老人が、趣味をもつように援助する。６０才になる前から、できる　　　　だけ趣味をもたすように、周囲が考える。
　（５）子供や孫、その他、若い人々と交わる機会を与える。
　以上のように日野原重明は述べていますが、高齢者の特徴の理解は重要です。ある高齢者にとっては、その人の現在を理解するとともに、その人が過去に積み重ねてきた実績も評価してほしいという気持ちもあるようです。
　さらに理解することについていえば、その理解が高齢者とは異なった立場での理解である以上に、高齢者の心情への共感、心理に共鳴しながらの理解が求められます。いわば、老いていく人と一緒に生きる姿勢とも言えるかもしれません。
　　４．情報の収集と計画立案
　地域の高齢者の実態を役所などの情報源からできるかぎり正確につかみ、それに基づいて伝道計画を長期、短期に立案すべきでしょう。地域に高齢者は何人いるか？その住所は？寝たきり老人は？介護の実態は？老人ホームや在宅サービスなど公的福祉サービスの状況は？流動的な面もあるでしょうが、少々時間をかけてでも、地域の実態をできるかぎりつかんでおくことは実際の伝道に欠かせない準備です。
　　５．同居家族とのコミュニケーション
　高齢者への伝道では本人との交わりが深められていくことが大切ですが、
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一方、その高齢者と同居して、その方のために心を使い、実際的な世話をし、労している方々への十分な配慮を持ったコミュニケーションが必要です。世話をしている家族や周辺の方々に心を開いてもらえ、教会での交わりに理解をもっていただけるような心がけをしてください。同居家族とのよい関係を保つことは、高齢者伝道の鍵の一つであるとも言えるほどです。
　　６．教会の環境づくり
　ひとくちで言って、高齢者が来やすく、居やすい、いわゆる居心地の良い雰囲気をつくることです。一般に欧米の老人対策は、老人をその置かれている環境とともにとらえています。いろいろな原因があるのですが、日本ではこの視点が欠落しています。日本人は老後安心して住める住居に恵まれず、老人ホームも、みなが個室をあてがわれ、快適で自立した生活を送っている欧米社会と違って、日本ではほとんどが大部屋雑居です。
　教会は、環境とともに高齢者伝道をとらえる視点を失ってはならないと思います。しかし、本格的に環境づくりに着手するとなると、極端に言えば、会堂を高齢者向きに建て直すか、大幅に改築しなければならないかもしれません。それほどまでに、現在の教会堂が高齢者向きに造られていない現実を認めた上で、できるところから、できる範囲内で改めていくべきでしょう。
★教会内外に階段がある場合、そこに手すりがついているでしょうか。車椅　子の来会者のための備えはどうでしょう。
★ベンチや椅子はすわりやすくできているでしょうか。
★イヤホーンの設備はありますか。字が見やすい明るい照明ですか。また活　字の大きな聖書、できれば高齢者向けの伝道文書が用意されているでしょ　うか。
★いつでもお茶が飲める畳の談話室、または小部屋があるでしょうか。
★空調は適切でしょうか。
★相談事や不測の事態が発生した場合、牧師以外に高齢者担当の奉仕者がい　ますか。
★集会後、手をとってバス停か駅まで送る人、車で送迎する奉仕者がいるで　しょうか。
★教会墓地と、それに関連した葬儀、記念会、それに伴う費用などについて、
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　一目でわかるパンフレット類が用意されているでしょうか。
　まだまだいろいろあげることができるかもしれません。居心地の良さは、むろん優しい温かな私たちの対応によってつくられるものですが、環境づくりも決しておろそかにしてはならない大切な点です。高齢者伝道は特に、口先だけの福音伝達によるのではなく、霊的、精神的、肉体的、社会的、環境的なトータル（全人的）な関わりによるものだからです。
Ⅲ．高齢者伝道の具体策
　これまでの準備を心がけながら、実際に伝道していくわけですが、高齢者を迎える教会のひとりひとりがキリストの福音に生き、聖霊に満たされ、輝いていることが、伝道の始めであり終わりであることをもう一度おぼえながら、以下にいくつかの具体策を見てまいりましょう。
　　１．文書伝道・テープ伝道
　教会の存在、高齢者歓迎の文面をのせた案内チラシ、高齢者向けのトラクト（現在この種のトラクトは少ないので、各教会で中高年・高齢者の証しをのせ、ショートメッセージを入れた簡単なものか、地域の実状に即したＢ４判程度の伝道新聞をワープロで作成したらどうであろうか）などを地域全体に（できればあらかじめ調査した高齢者の家に）配布します。この際、大切なことは、大きな活字で、漢字をできるかぎり少なくし、短かめにわかりやすく伝えることでしょう。そして、定期的に戸別配布をし、すぐ結果があらわれなくても継続していくことです。テープ伝道も、伝道会や高齢者向けのメッセージを賛美などと編集して配布するようにします。
　　２．個人伝道
　どのような層に伝道するにも個人伝道が基本ですが、特に高齢者に対してはひとりがひとりを忍耐をもって導かない限り、実を結ばないでしょう。個
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人伝道にあたるのは同年令の高齢者がふさわしいでしょうが、青年にもできます。まずこちらが語るよりも、徹底的に聞くことです。相手に声をかけ、話相手になる態度をもって接し、相手の置かれている状況をつかみ、それにふさわしいみことばを聖霊に導いていただき、はっきりと伝えるのです。救いを必要としている高齢者は夫や妻に先立たれた方でしょうか。持病はないでしょうか。悩みごとは、お金でしょうか、嫁のことでしょうか、熟年離婚の危機でしょうか。淋しさでしょうか。どのような人であれ、十字架のあがないによって根本的に救われます。知恵を与えられ、確信をもって短かくキリストを伝えましょう。状況によっては、手をとり、心をこめて祈りましょう。あせらず、ゆっくり話し、今後の出席につなげるように努めましょう。
　　３．訪問伝道
　個人伝道の延長です。ここで改めて高齢者はその状況が多様であり、個々
のケースに合わせた対応が必要であることを覚えましょう。高齢者ということでひとくくりしてはなりません。訪問伝道に際しては特にこの点を注意しましょう。訪問においては、しばしば言葉による伝道よりも、高齢者の必要に合わせた実際的ケアーが先決です。そうした具体的奉仕によって相手は心を開くでしょう。信仰の話しも決して理屈っぽくなってはなりません。神の愛と希望のメッセージは実践を通して相手の心情に強くアッピールします。
　老人ホームへの訪問について、ある教会では積極的に働きかけて今では多くの実を結んでいます。その教会の婦人メンバーが老人ホームに入所することで、ホーム内にハレルヤ会という早天祈り会がつくられ、礼拝には教会の車による送迎によって多くの方が導かれ、救われるようになりました。このように老人ホーム内にクリスチャンがひとりでもいれば、訪問伝道のきっかけとなり、大きな祝福にあずかるでしょう。いずれにせよ、地域の老人ホーム、在宅ケアー奉仕者、病院との何らかの日頃の接触が訪問伝道をする上で必要になってくるにちがいありません。
　　４．交わり会
　高齢者には何よりもお茶をのみながらの気楽な交わりが必要です。交わり
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によって教会に初めての人も教会の家族的雰囲気に親しみ、福音に心を開くようになります。すでに多くの教会が実践してるようですが、高齢のグループに何らかの名称をつけて日曜日に限らず、ウィークデイの適当な時間帯に開くことができます。内容は後述の学習会や読書会をかねることもできますが、証しを中心に、最後は牧師がまとめて終わるような肩のこらないものがよいでしょう。いずれにしても、プログラムの作成や司会は牧師と相談の上信徒が分担するようにします。
　こうした交わり会は、茶菓程度のものから昼食会、夕食会などによる愛餐会形式にしたり、温泉などの一泊旅行にすると、より効果的だと思います。敬老の日、イースター、クリスマスなどの教会暦に合わせて、この交わり会を上手に用いることができるでしょう。
　　５．会合への招待
　教会に関心を持ってもらい、やがては通常の集会に迎えるきっかけになるように、特別な集会や会合を計画するのも一案です。
　例えば講演会です。高齢者に的をしぼって、高齢者が関心を持つ今日的テーマの痴呆の問題、健康、生きがい、尊厳死、末期医療その他があります。講師は必ずしもその道の専門家でなくても、牧師や信徒が話し、テーマへの糸口とし、茶菓を囲んで語り合うのもよいと思います。学習会や読書会、ちょっと砕けますが、高齢者向き趣味などの会もあります。
（１）講演会
　高齢者に的をしぼり、関心のある今日的テーマを選んで講演会を開き、教会の通常の諸集会に導くきっかけとします。
　テーマには、痴呆の問題、健康の問題、生きがいなど多くあげることができるでしょうが、今日最大の関心事は「死」の問題でありましょう。従来タ
ブー視されてきた「死」も最近では末期医療や尊厳死といった問題を通して、逆に死について真正面から考えたいという見方に変わってきました。時代の流れや人々の意識をつかみながらすすめるのがよいと思います。
　講演会は必ずしもその道の専門家を講師に招くことはないと思います。牧師か、壮年、婦人の方が話し、あとで簡単な茶菓を出して話し合いの時をも
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てばよいでしょう。全体に長い時間をとらないことです。
（２）学習会・読書会
　講演会とセットでこれを用いることができます。ターミナルケアーやクオリティ・オブ・ライフ（末期医療と生活の質）、ホスピスの現状、痴呆の防止法など、テキストを中心に学び合います。これまでも何度もとりあげた日野原重明氏の著書はこの点とても有益です。本の部数をそろえることができなければ、テーマの中心箇所をコピーしたものを学び合えばよいでしょう。学習会・読書会も、出席した初めての高齢者でも遠慮なく話し、意見を出せる楽しい雰囲気づくりを心がけることです。
（３）カルチャー教室・講演会
　自分の趣味を生かして、さらに深めたい気持ちから絵画、俳句、陶芸など何かしらの教室に通っている高齢者がふえています。まったく新しい分野に挑戦する意欲的な高齢者もいます。一般には英・中国会話、お茶、お花、料理、社交ダンス、日本舞踊、焼き物、手芸、ステンドグラス、囲碁将棋、絵画彫刻、エアロビクスなど今やどんな教室でも開かれています。地域の老人クラブなどは組織がしっかりしていて、ゲートボール大会など朝早くから盛んですが、教会では会堂や日曜学校分級室を用いたとしても限りがあり、内容的にもあれもこれもできませんし、また一般のまねをする必要もないと思います。しかしこれらの中から、何か教会にふさわしいものを教会らしくできないものでしょうか。
　ある教会では、求道中の高齢者の趣味は俳句でした。たまたま信徒の高齢者に俳句歴の長い方がいたため、礼拝後にその週につくってきた俳句を交換し合い、お互い評価し合って、つながりが深くなり、そのことがきっかけとなりその求道者は洗礼を受けるに至りました。
　　６．奉仕会
　この奉仕会には２つの面があります。一つは高齢者の信徒自身による奉仕。他は教会に見えた高齢者、あるいはより積極的に求道している高齢者に、奉仕の場をその人の状態を考慮した上で提供していく面です。
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　まず信徒による奉仕面では、たとえひとりでも高齢者の奉仕は幸いです。奉仕の分野は、前述の文書伝道、訪問伝道などもありますが、まず何よりも祈りの奉仕をあげなければなりません。信仰の年輪を重ねることで祈りも深まってきます。諸集会、特に礼拝における重みのある代表の祈りがどれだけ教会全体の徳を高め信徒を引き上げることでしょう。祈りは最大の奉仕ですが、特に高齢者の祈りには力があります。また何も他にできなくなっても祈りの奉仕だけはできるところに、祈りの恵みがあります。
　外に対しては、高齢者に対するケアー、ボランティア活動をあげることができます。
　教会に来はじめた高齢者にも、それなりの配慮をした上で、教会内の奉仕を共にしていくように心がけるとよいと思います。一般に、何も仕事がなく、心配事がないと、老人は肉体も精神も急速に衰え、いわゆるボケていきます。どんなに年をとっても、自立心をもって、何らかの役割を担っている人は、いつまでも精神の若さを保っています。キリストの救いがまさにこの神にのみ頼って人に頼らない自立心、独立心を養い育てるものであるとするなら、どんな小さな奉仕でも高齢者に提供し、少くても教会では生涯現役なのだという自覚を与えることは、やがてはその高齢者を教会に定着させるきっかけとなるでしょう。ただ、この点では強制にうけとられたり、体力の限界をこえないように配慮することが必要です。椅子にすわらせたままで、何の仕事も役割も担当させないのは、かえってその人から生きがいをうばうことになり、ひいては福音の恵みと力に対して誤った考えを抱かせる結果となります。
　　７．老人ホーム作りを目ざして
　できたら教会で老人ホームをもちたい、といった願い、ビジョンは、高齢者伝道のむつかしさを知れば知るほど、各地の教会で大きくなってきました。もしこれが実現すれば、その該当者だけではなく、地域に対して、教会はどんなに大きな証しを立てることができるでしょう。まさに、これによって、
福音が地域にさらに深く浸透していくにちがいありません。
　しかし、ホーム設置の必要性は十分知りながら、いざ実際に具体化するとなると、財源や担当者、また採算面など種々の困難が生じてきて、この計画を断念した教会も少なくありません。たしかに、教会独自ですべてを進める
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ことはむつかしいでしょうが、教会が中心になって地域に働きかけ、この趣旨に対して財源的にも多くの賛同と協力を得て実現させることは決して不可能ではないと思います。
　現に、ある教団のことですが、新潟や京都などで、一つの教会が中心になってケアハウスを完成したり、あるいは計画中の例があります。そこには年金支給額の程度の軽い経費で入所ができ、個室で自立した生活を営むことができるように配慮されています。必要な職員もいて介護や相談、食事も受けることができます。
　このケアハウスは老人デイ・サービスセンターも併設し、地域の在宅高齢者への生活相談、給食、入浴、リハビリなどのサービスも行っています。
　埼玉のある教会では、第二礼拝堂の建設にあたり、そこをターミナルケアを目的にしたケアセンターにと考え、お風呂つきの宿泊施設があり、教会に泊まって、ゆったりした気分でみことばを聞き、祈り、交わりをして帰ることができるセンターを構想し、実現に向けて意欲的に取り組んでいます。
　私たちは、若者は幻を見、老人は夢を見ると約束された聖霊の働きを願い、また実際にいただいている群れです。教会には広い領域にわたって着手すべき多くの宣教の課題が残されていますが、聖霊によって、特に高齢者伝道の場としての老人ホームへのビジョンを持ち続けて、それがどんなに小さな規模のものであっても実現することを祈り、計画していきたいものです。
　以上、伝道の具体策をいくつか原則的に見てきました。これ以外にまだまだユニークな方策をあげることができるでしょうし、すでに実行している教会も多いでしょう。ここで取り上げたものをめぐって、自分の教会では何が
できるか、また自分には何ができるかを話し合ってみましょう。ただ言うまでもないことですが、どんな場合でも最後は聖書に帰り、祈りをもって、導かれてきた高齢者に福音による老いの豊かさを与えていかなければなりません。このことのために主は必ずあなたに賜物をさずけ、あなたを用いてくだ
さるでしょう。
全課のむすび
　およそいかなる理論、方法論にも「言うは易く行うは難し」の面がつきまといます。まして現実的にきわめてむつかしい高齢者伝道においてはなおさ
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らのことでしょう。
　しかし、この伝道に教会あげて真正面から取り組み始めますと、まず改めて私たちに与えられている福音による救いが心や魂に限られた一面的なものではく、実にトータル（霊的、精神的、身体的、社会的に全人的）なものであることを再認識させられます。
　さらに、老いへの備えは遅くても４０才代から、いや青年時代からでも始めるべきことを知り、青年、中高年を見る目が変わってきます。人生を魚の切り身のように分けて、それぞれの段階を分析した上で、それぞれの層に伝道していくのではなく、人生を長い一つのプロセス（過程）としてとらえ、誕生から老いまでを広い視野で見、それぞれの人生過程にふさわしい伝道を祈るようになります。福音だけではなく、伝道そのものをトータルにとらえていくことができるようになります。
　このように、いわば揺りかごから墓場まで、神のかたちに似せて造られた一人の人格を伝道、牧会していく教会は、高齢者に目を向け、高齢者に伝道していくことで、教会が老人だけになって活力を失っていく心配よりも、むしろ老いへの備えの面からも前述のように青年たち、子供たちへの伝道を長い目で真剣に取り組むようになり、かえって青年会、教会学校、いや教会全体の活性化につながっていく将来性のほうが明るくなるでしょう。
　高齢者伝道には神の大きな祝福が伴います。この学びを受講されたひとりひとりの上に、神の豊かな恵みがありますように。
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